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第 24回南極条約協議国会議報告
山　内　　　恭
第 24回南極条約協議国会議（ATCM XXIV）
は 2001年 7月 9日より 20日まで 2週間の日程で，
ロシア，サンクト・ペテルブルクにて開催された．
わが国からは，有吉勝秀外務省総合外交政策局人
権人道課企画官，網谷耕介同地球環境課事務官，
田中準環境省地球環境局環境保全対策課技官，渡
�興亞国立極地研究所長，および同教授山内恭が
出席した．今回は，極地研環境影響企画室からの
参加がなく，ここ数年の中では小さい代表団であ
ったが，外務省からは 2名が参加し的確な対応
がなされたことは好ましいことであった．昨年の
ハーグ会議は，臨時に環境保護委員会（CEP）
のみを実質的に開催するための特別会合であった
が（順番のポーランドが開催できず，他に引き受
ける国がなかったため），今回は通常通りの会合
となった．第 1週は CEPと損害賠償責任に関す
る非公式会合が，第 2週には全体会合のほか第
1，2作業部会（WG-I，WG-II）が並行して開催
された．WG-Iは法律論，政治論が中心で外務省
担当，CEPおよびWG-IIは環境省と極地研が対
応した．会議の主な論点をお伝えしよう．
事務局設置：専属の事務局を置かず，ホスト国
を各国持ち回りで 40年間運営してきた南極条約
体制であるが，事務の効率化をはじめ専属の事務
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第24回南極条約協議国会議，第2作業部会出席風景（左から，渡�所
長，筆者，環境省田中技官）
大ネフカ川の対岸から，巡洋艦オーロラ号（1905年，日本海海戦にて
砲撃を受けた；1917年10月革命の火ぶたを切ったことでも知られる）
越しにながめる会議場「ホテルサンクトペテルブルグ」
局が必要だろうの合意には至ったものの，どの国
に設置すべきかについては，1992年アルゼンチ
ンよりの提案以来，様々な思惑がからみ，イギリ
スを先頭とする強硬な反対論があり，なかなか決
着しなかった．そのお先棒を担いで自らはそれほ
どの意思はないのにオーストラリアが手を上げた
り，ニュージーランドが手をあげたりと，一時は
全く見通しがなかった．しかし，南極条約体制の
中での南米諸国の位置付けの重要性に鑑み，ここ
数年はイギリスも軟化したと言われていたところ
であった．ようやく，今回，7月 18日のWG-Iに
てブエノスアイレスヘの設置に合意が得られ，10
年にわたる議論に終止符が打たれた．結果がWG-
IIに伝えられるや，大さな感激の渦を呼び，一同
興奮の面持で語り合っていた．南極条約 40周年
を記念するエポックとなったことは間違いない．
但し，これで即，事務局が発足できるわけではな
く，分担金の問題をはじめ様々な具体的問題はこ
れから詰めていかなくてはならないところである．
賠償責任問題：環境保護議定書の制定以降 10
年にわたって，環境を破壊した場合，その損害の
賠償は誰が誰になすべきか，誰に責任があるのか，
どのような費用が発生するのか，損害の保険はど
うなるのか等々，法律論議が続いている．議定書
16条にて，この件に関して付属書を作って規則
および手続きを決めることになっている．今回は，
CEPでも，前回ATCMで要望された「事故の影
響」に関しての解釈，損害の内容，用語の定義な
どについて SCAR／ COMNAPからの回答が議
論されたが，「harm, damage（損害）」といった
言葉の一つの定義にしても一筋縄にはいかないよ
うだ．
ドーム氷床掘削 IEE：わが国から，ドームふ
じ観測拠点における深層掘削（第 2期ドーム計
画）に関する環境影響評価を初期的環境影響評価
（IEE）として行った旨の文書を CEPに提出し
た．IEEの場合は，単に行った旨の報告で済む
ところ，昨年にはドイツよりドローニング・モー
ドランド深層掘削計画（EPICA）が包括的環境
影響評価（CEE）として出されたことに鑑み，
敢えて全文を提出したものである．説明したとた
ん，中国からりっぱな環境影響評価書である旨賛
辞が呈せられたほか，2，3の国から賛辞と内容
に関する質問が出され，理解できる範囲で適当に
答えた．但し，この点は，後から報告書文書を作
成する段階で，きちんとした表現を求められ，口
頭ではあいまいな表現で済むところ，若干苦慮し
たが，イギリスの手助けもあり，うまい表現にま
とめることができたのは幸いであった．氷床深層
掘削がCEEに相当するか，IEEで十分かについ
ては，昨年のドイツCEEの際から議論になって
いる点である．昨年の会議の大勢はCEEに傾い
ているような印象であった．わが国は，昨年のロ
ビー外交？で，イギリス，アメリカといった実務
派から，IEEで十分との助言を受けており，本
来これを決めるのは各国の機関（日本の場合は環
境省）であるとの立場から，以前のドームふじ掘
削にものっとって IEEを貫いた．今回もオラン
ダ，独はCEEが適当と表明したが（後にスウェ
ーデンもその意向を表明），IEEが適当と表明し
た米他この立場が多かったとみられ（イギリス，
豪，中国，ロシア），COMNAPによる IEEカテ
ゴリーリストにも氷床掘削が項目としてあげられ
ている．IEEにもかかわらず詳しい全容を提出
したことに対しては，「包括的な！ IEE」だと，
賛辞が寄せられた．CEE-IEEの議論は決着はし
ないが，IEEで十分であるという立場も確立で
きたものと思われる．
ボストーク基地の氷床湖掘削：ボストーク基地
の氷床掘削は，氷床下に湖があるらしいと分かっ
て以降，100万年前に現在の大気と隔絶されたこ
の湖の水を汚染させる，あるいは湖水中に存在す
るかもしれぬ未知の生命体により現在の我々の生
活する環境が汚染される恐れがあるとして中止さ
れていた．しかし，汚染させる・される心配のな
い方法が考案できたとして，氷床下のボストーク
湖まで氷床掘削を貫通させる計画がロシア産業科
学技術省に承認されたとの報告が CEPでなされ
た．今CEP最大の興味ある話題として関心を呼
んだが，提示された技術が本当に信頼性に足るも
のか，実際の掘削テストをすべきとか，最適のも
のであるかと，疑問が出された．今後も SCAR
専門家会合等でも検討を重ね，また各国からも今
年末を期限として意見を聴取すべきこととなり，
それらをふまえてCEE案を作成することになっ
た．
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その他 CEPでの議論：研究目的以外で隕石が
採取されている問題が問われている．せめて採取
されてしまった隕石が研究目的に利用できるよ
う，法律的・制度的な保護を段階的に進めていく
との決議を出すことになった．「鉱物資源」とし
て位置付けることで議定書で規定できないか，採
取禁止措置を取れないかなどの議論はあったが，
合意には至っていない．議定書および南極条約第
7条に基づく査察の報告がノルウェー，アメリカ
（2001年実施）およびベルギー・フランス（1999
年実施）からなされた．ノルウェーは，久しく査
察の行われていない昭和基地も実施予定であった
が，日程，天候の都合で実現できず，大変残念そ
うであった．昭和基地でもいつでも査察を受けら
れる用意が必要であると共に，自らは一度も行っ
ていないわが国としても積極的に査察を行うこと
も求められていよう．保護区管理計画や史跡・歴
史的記念物リストの見直しが議論された．特別保
護種の見直し，および関連して議定書付属書Ⅱの
見直しを次回以降検討する．なお，ニュージラン
ドからの IEEに漁業を対象としたものが含まれ
ていたことに対し，イギリスからこれは
CCAMLRのもとに行われる活動で，議定書 8条
の環境影響評価の対象にはならないと指摘され，
全体会議の議論となったが，わが国を含め数カ国
がイギリスの立場を支持した．
WG-IIでの議論：ひるがえって，WG-IIにと
っては，さほど深刻な課題はなかったが，議論の
多かった問題は，南極の船舶の安全規定，Polar
Codeに関わる問題と，言語の問題であった．国
際海事機構（IMO）にて検討が進んでいる北極
用の Polar Codeに南極の規定を盛り込むことは
せず，南極用に独自の指針を作るとの立場は先の
ペルーでのATCM-XXIIIで合意されているとこ
ろだが，では具体的にどのように作業を進めるか，
引き続きイギリスのリードによる会期間コンタク
ト・グループで方針案を検討することとなった．
言語の問題とは，査察を受けるに際して現地隊員
と査察者の意思疎通が不十分になりがちな問題，
ATCM における文書の翻訳等に関係して用語
の 4公用語間の対応関係が不明確であるという
問題である．査察等ではどうしても英語が使われ
る機会が多くなってしまうところ，歴史的な意味
のある 4公用語できちんと対応すべきとの立場
があり，さらには可能であれば公用語にとどまら
ず，各国基地個別の言語での対応を図るべきとの
意見が出された．条約に基づく義務的事項にはな
り得ないが，公用語から外れた日本語を話す立場
からは，より現実的対応として好ましく受け止め
た．
南極観光は年を追って盛んになり，昨シーズン
には延ベ 12284人をかぞえたとのことである．国
際観光業協会（IAATO）加盟社による砕氷船・
耐氷船によるものは急激には数は増え難いが，加
盟社以外による大型船による観光が増えているこ
とが報告された．またヨットによる訪問，冒険家
の活動などから，観測隊に事故のレスキューを求
められ，実質的に観測隊にとって大迷惑になって
いる状況が議論された．今後，ASOC（南極及び
南大洋連合）がさかんに強調している「累積的環
境影響評価」を含め（単一の活動毎では環境影響
は少なくとも，その活動が積み重なると影響が無
視できない；現在の環境影響評価は個別でしか行
っていない），なんらかの対応措置は必要である
との認識は共通で，次回以降，さらに各国の状況
を報告しつつ検討を進めることとなった．
その他，チェコの新しい基地設置の計画が議論
を呼んだ．協議国への昇格をも視野に入れ，既に
9個所もの基地が密集している南極半島キング・
ジョージ島に新しく基地を作って観測を始めたい
という提案である．基地を新規に作らず他国の基
地を使って共同観測をすれば良いではないか，新
たに観測を始める科学的必要性がどれだけあるの
かなど，前週のCEPの議論を引きずる議論が続
いた．しかし，これは，環境問題，科学観測の重
複を避ける問題に止まらぬ，遅れて来た者をどう
受け入れるべきかという重い問題を秘めている．
効率的だったとは思えぬプセイロ議長の議事運
営ではありながら，全議題の実質審議が丸 2日
以内に終わってしまったということは，実質的な
議題の少なさを反映しており，議題の位置付けの
再検討（何を議論すべきか，もっとアピールすべ
きことがあるのではないか）を含め，以前から議
論のあった会期の短縮，隔年開催など，会議の効
率化が望まれるところである．
終わりに：次回は，本来昨年の順番であったは
ずのポーランドでの開催と決まったが，提案のあ
った 9月 3日から 14日は，南アでの環境サミッ
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トと重なることから，変更の希望が出された．
今後，事務局，賠償責任問題など具体化してい
く中で，わが国としても，きちんとした政策を明
らかにして臨む必要があろう．そして，南極観測
には多くの実績を有する国として，積極的な村応
が期待されている．
予想外に暑い北の都サンクト・ペテルブルグか
らの報告です．
（筆者：国立極地研究所南極圏環境
モニタリング研究センター教授）
「第 10回国際EISCATワークショップ」
が開催される
麻　生　武　彦
平成 13年 7月 23日から 27日の 5日間，国立
極地研究所を会場とし，イギリス，フランス，ド
イツ，スウェーデン，ノルウェー，フィンランド，
日本の EISCAT科学連合加盟の 7カ国と，アメ
リカ，オランダ，カナダ，ペルー，ロシアの計 12
カ国の研究者が参加して，第 10回国際EISCAT
ワークショップが開催された．EISCATは，ス
カンジナビアの大型非干渉性散乱レーダーシステ
ムであるEISCATレーダーを用いて超高層・プ
ラズマ大気を電波により探測研究することを目的
として結成されている欧州の科学連合で，我が国
は，1996年に国立極地研究所を加盟機関として
同連合に参加して以来，名古屋大学太陽地球環境
研究所をはじめとする国内の大学共同利用研究者
によるEISCATレーダーシステムを用いた北極
域超高層電離圏・大気圏の秀れた研究を通じて地
球大気環境変動の解明に大きく貢献している．こ
のEISCATのレーダーによる研究成果の発表や
情報交換の場として，隔年にワークショップが開
催されているわけである．
ワークショップには，国内から 47名，外国か
らは，上記 12カ国から合わせて 55名という国内
研究者を上まわる多数の参加があり，招待講演 29
件，一般講演 81件（口頭 53件，ポスター 28件）
の発表がなされた．講演は，オーロラと極域電離
層，スバルバールのデュアルアンテナなどによる
最新の観測成果，中間圏・熱圏探測，HF電波に
よる電離層加熱実験，レーダーの新しいハードお
よびソフトウェア，宇宙天気予報への貢献，将来
の EISCAT応用研究の 8つのセッションからな
り，数多くの研究成果や新たな観測の提言等につ
いて連日熱心な講演・討論が行われた．成果の一
端としては，非熱的プラズマによる散乱エコース
ペクトルの解析，相補的な中層大気レーダー観測
との連携による広汎な地球大気圏上下結合の研
究，電波・光学観測と連携したオーロラ・極域電
磁過程の解析，HF帯電波による電離層ヒーティ
ング実験とそれにより励起されるプラズマの乱れ
や夜光励起等の理解の進歩，太陽活動と気候変動
の係わりについてのEISCAT観測データ等に基
づく考究などが特筆される．
会期半ばの 25日には，都内のバスツアーに引
き続いて歓迎レセプションが催され，出張中の所
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ワークショップ出席者
長に代わる内藤企画調整官による歓迎の挨拶，文
部科学省研究開発局大塚海洋地球課長の祝辞，
EISCAT連合ディレクター T.トウルネン博士に
よる乾杯ののち，シンポジウム参加者と所側の関
係者，栗城極域科学企画官他の出席者の間で和や
かな懇談が続けられた．最後に参加者を代表して
ノルウェートロムソ大学A.ブレッケ教授より開
催国の日本側に対してお礼の言葉が述べられた．
末筆ながら，シンポジウム開催につき支援頂いた
野明管理部長以下の事務局スタッフ各位に謝意を
表する．
（筆者：国立極地研究所北極圏環境研究センター教授）
第 25回極域における電離圏磁気圏総合
観測シンポジウム
行　松　　　彰
第 25回極域における電離圏磁気圏総合観測シ
ンポジウムが 2001年 7月 30日から 31日の 2日
間，国立極地研究所 6階講堂にて開催された．本
年は，直前のEISCAT国際ワークショップ（於：
極地研）の翌週となった為，EISCAT国際ワー
クショップ参加外国人研究者の一部の当シンポジ
ウムへの積極的な参加にも恵まれ，合計 105名
以上の参加があり，講演 84件（口頭発表 56件，
ポスター発表 28件）の発表がなされた．ポスタ
ーセッションを含め，8セッション構成とし，成
層圏・中間圏・熱圏，EISCAT・ SuperDARN
等レーダー観測の成果と今後の展望，電離圏・磁
気圏，オーロラダイナミクス，モデリング・計算
機実験，将来計画の各セッションで，最新の成
果，将来計画に関して，活発な議論が展開され
た．特に，昭和基地 41次隊宙空系最新観測結果
（ライダーによる中間圏温度構造の観測等々），
EISCAT, SuperDARN等のレーダー観測と地上
光学観測，人工衛星観測との同時観測による極域
カスプ領域や磁気圏境界面近傍現象に関連した新
しい事実の発見や新しい観測手法の提案，PPB,
無人観測，MSTレーダー観測等の将来計画につ
いての議論等々，興味深い発表と活発な議論が繰
り広げられ，2日間で行うには短すぎる印象さえ
残る濃く幅広い内容のものとなり盛会であった．
SuperDARNや EISCAT, MFレーダー等のレー
ダー観測による研究成果の積み上げ，今後の発展
への議論が充実しており印象に残った．将来計画
についても更に時間をかけたより深い議論への発
展が予感されるものであった．かなり広範囲にわ
たる分野の発表もなされたが，寧ろ次回等は中心
となる研究テーマをより絞り，その領域の専門の
方も招いての，より深い議論の掘り下げを行う場
とするのも一案であろうと思われる．また今回は，
学生の発表も少なからずあり，本年度は博士課程
学生のみならず一部修士学生への旅費支給も行っ
た．最後に本シンポジウム実施に際し支援戴いた
管理部各位他に謝意を表する．
（筆者：国立極地研究所研究系助手）
第 21回南極地学シンポジウム
青　木　　　茂
2001年 10月 18日から 19日まで，第 21回南極
地学シンポジウムが開催された．所内外からのべ
100名の参加があり，口頭発表 32件，ポスター
発表 28件の講演がなされた．初日にSEAL関連，
後期原生代関連，二日目に第四紀関連，人工地震
と測地観測を主とした地球物理学関連のセッショ
ンを行った．従来に比べポスター発表の比率が高
く，その分口頭発表の時間を長く取ることができ，
それぞれのセッションで活発な議論が行われた．
第五期地学観測計画の中心をなす SEAL
（ Structure and Evolution of East Antarctic
Lithosphere）関連では，42次隊で行われた地磁
気探査の概要が報告され，顕著な地磁気異常の分
布や磁鉄鉱層の産状・古地磁気調査の成果など，
興味深い発表が行われた．一方，これまでの
SEALの地質学的な成果に基づいた，ナピア岩
体の成因に関する講演も数多くなされた．これら
の研究成果を総括し，今後の SEAL計画の発展
にむけた議論も行われた．
SEAL以外にも，リュツォ・ホルム岩体や南
アフリカなどにみられる原生代の岩体に関して，
同位体年代測定に基づく議論や変成作用について
の考察が発表された．
二日目には，リュツォ・ホルム湾沿岸域などの
堆積物を用いた研究により古環境の推定を目指し
た第四紀学に関する講演がなされた．
地震学関係のセッションでは，近年の人工地震
探査が話題の中心であった．人工地震探査は
SEALの重要な一部をなし，現在も観測が継続
中である．41次隊の人工地震探査や過去の結果
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に基づき，みずほ高原地域の地殻構造やモホ面の
構造を推定する研究発表がなされた．あわせて 43
次隊での実施計画やそれに関わる機器開発過程の
紹介などが行われた．
測地学分野では，近年の宇宙測地技術や地上精
密観測による成果が数多く発表された．GPS連
続観測のデータを用いた南極プレート移動の実態
に関する解析や，海面高度計を基礎とする重力分
布から大陸の移動過程を推定する講演などもあっ
た．また衛星により重力場の時間変動把握を目的
とする観測の紹介もあり，氷床変動や大気・海洋
変動が衛星重力観測で捉えられる可能性が示唆さ
れた．昭和基地およびその近傍で行われている
VLBIや GPSによる地殻変動モニタリング，絶
対重力計や超伝導重力計による精密重力観測の現
状や成果についても報告があった．衛星重力ミッ
ションを展望する発表などと併せて，固体地球と
流体圏変動との関わりを強く意識させるものであ
った．
本シンポジウムでも，地質構造と人工地震探
査，第四紀学を含む気候変動の問題と測地的手法
による解明など，学際的な取り組みがますます強
まっていることが感じられた．今後，こうした研
究のより一層の進展に期待したい．
（筆者：国立極地研究所南極圏環境
モニタリング研究センター助手）
第 24回極域気水圏シンポジウム
和　田　　　誠
平成 13年 11月 20，21日の 2日間，6階講堂に
て開催された．参加者は 124名，発表件数は口
頭発表 40件，ポスター発表 42件の計 82件であ
った．例年に比べ発表件数が少し減ったことによ
り，日程通りほとんど消化できた．しかし例年の
ことであるが，ポスター発表の時間は，2日間と
も 1時間で，件数は 20件以上あり，全体を見る
ためには短すぎる時間である．気水圏シンポジウ
ムは，雪氷，海洋，大気の 3つの分野の発表が
多いが，今回，1日目は「雪氷コア」，「氷床モデ
ル」，「ハイドレート，氷河，吹雪」，「海洋」の口
頭発表と雪氷分野関連のポスター発表が行われ
た．2日目は「CO2，南極雲エアロゾル」，「衛星」，
「大気力学・循環」，「北極・寒冷域の観測」の口
頭発表と大気，海洋分野関連のポスター発表が行
われた．
雪氷分野では雪氷コアの発表がもっとも多く，
南極ドームふじコア，北極スバールバル，グリー
ンランドコアの化学分析結果やそれらと気候の関
連などについて発表された．また極地研に客員と
して滞在中のコペンハーゲン大の Clausenさん
による両極コア中の火山イベントの紹介がなされ
た．また日本の第 41次南極観測隊に参加した
Pattynさんによる氷河，氷床の流動についての
発表があった．
海洋分野では昭和基地近辺の観測，しらせ航路
の観測，Aurora Australis（オーストラリア）で
の観測などのデータ解析，またモデルによる海氷
分布に及ぼす影響の数値実験，南極周極波動につ
いての考察など，さらにオホーツク海の海氷観測
など多岐にわたる発表があった．
大気分野では，「大気・物質循環観測」に基づ
くこれまでの観測，南極大陸上のNOAA衛星デ
ータ，北極スバールバル，シベリア，カナダ，ア
ラスカの観測から大気中のエアロゾル，ガス成分，
雲の特徴，それらと放射についての関連について
の報告がなされた．またこれまでのデータを使っ
た，極域大気の力学特性などについての発表がな
された．
今回はしらせが出港し，隊員が出発する前の慌
ただしい期間の開催であったが，今回出発する第
43次隊員の参加があった．今後このような日程
で開催されるのであれば，出かける観測隊員の南
極での仕事内容の紹介コーナーなど，新たな方式
も検討したい．
（筆者：国立極地研究所研究系助教授）
第 24回極域生物シンポジウム
渡　�　研太�
12月 6日（木），7日（金）の両日，当研究所
6階講堂で標記シンポジウムを開催した．初日を
海洋生物，翌日を陸上生物のセッションとし，そ
れぞれ口頭およびポスター発表が行われた．6名
の外国人研究者を含み，延べ約 160名の研究者
の参加があり，15件の講演，口頭発表，65件の
ポスター発表があった．前日の 5日には中国極
地研究所前所長のDong先生，オーストラリア南
極局のWright博士も参加し，極域海洋等の観測
計画に関するワークショップを開催した．日本，
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中国，オーストラリアの観測計画につき紹介し，
共同観測の協議も含め今後の連絡を密にしていく
こととなった．
初日のセッションでは，我が国の南極観測によ
り蓄積された南大洋インド洋区の表層水中の珪酸
塩濃度のデータを用い，ウェッデル海東方および
ウィルクスランド沖の海洋渦の栄養塩分布への影
響を論じ，経年的な濃度変化を南極周極波と関連
づけて論じる発表があった．また海洋生物生産の
基礎を支える植物プランクトン群集につき，分類
群ごとに固有の光合成色素が存在することなどに
着目し，HPLCによる色素分析から南大洋にお
ける群集構造の研究発表が行われた．海洋低次生
産者の種組成に関する情報は，海の生物が地球環
境へ及ぼす多様な影響を評価する上で不可欠であ
るが，従来の顕微鏡観察による種の同定には手間
と知識の蓄積が必要なために結果がなかなか得ら
れない実態があった．化学分析により構成種の情
報を得る方法は，この問題に対する一つの解決策
としてこれからの発展が期待された．
このほか，同じ方法で蓄積された数年間にわた
る試料の分析結果から，南大洋の生物過程をスナ
ップショットではなく季節変化をふまえた研究に
発展させた発表があり，季節海氷域表層水の不均
一な環境変動を示唆する結果が紹介された．マイ
クロデータロガーを用いたウェッデルアザラシな
どの海洋動物の行動研究でも，体温・運動量デー
タなどによるエネルギー収支，潜水生理を論じた
発表がなされ，潜水動物の行動解析に新たな側面
のデータをもたらしている現状がうかがえた．
生物現象の地球規模環境への影響が注目される
中，生物群集をマスとして扱い，炭素化合物など
の物質収支を解明しようとする研究が増えてい
る．極域の陸上生物研究でも，生物過程が環境条
件によりどう影響を受けるかにつき素過程の観測
が日本チームにより様々な現場で行われている．
これまでスバルバールやアラスカ，シベリアで実
施してきた研究のレビュー，最新の成果報告が行
われた．またBoelter博士からはシベリアのツン
ドラから微生物活動により発生する二酸化炭酸の
研究結果が紹介された．
このほかここ数年続けられた，南極の湖沼生態
系の調査につき水質，コケを主体とした湖底の植
生の調査，研究の結果がポスターセッションで報
告された．水生のコケ群集の生物地理的な研究
は，湖沼の氷床や海洋からの分離など地史的な問
題からより長い時間スケールの大陸形成過程とも
関連し，学際的な広がりを持つ大きな研究テーマ
であることを明示していた．
今回のシンポジウムでの発表を調査・研究対象
域で分けてみると，海洋生物関係では南極での仕
事が約三分の二，残りが日本近海の亜寒帯から北
極域であるのに対し，陸上生物関係では南・北極
域がほぼ同数で日本の高山のものが四分の一であ
った．観測・研究手法は各様であり，プロジェク
トのタイミングによる変動はあろうが，調査場所
への交通手段や研究助成など研究の機会の得やす
さの違いを反映しているように思われた．
ポスターセッションでは前回に引き続き，大き
な時間枠を設定して個々に発表者と質疑応答する
形式としたが，自在な意見交換ができるという点
で好評と見受けられた．シンポジウム期間前後を
通し，事務方をはじめとして図書室等御協力いた
だいた関係各方面に心より感謝申し上げます．
（筆者：国立極地研究所資料系助教授）
山口県宇部市で
「講演と映画の会」を開催
国立極地研究所は，9月 23日（日）に宇部市
文化会館文化ホールにおいて宇部市教育委員会の
協力のもと「講演と映画の会」を開催した．約
400人の市民が集まりホールを埋めた．また，南
極地域観測統合推進本部から，大塚文部科学省海
洋地球課長も参加した．
講演に先立ち，地元の小中学生の代表らと南
極・昭和基地で越冬中の本吉洋一越冬隊長とのイ
ンマルサット衛星回線を使用した電話交信が行わ
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南極との電話交信
れ，南極での服装や現在の気温，どうしたら南極
に行けるかなどの会話がなされた．
講演は，第 41次越冬隊長として今年 3月に帰
国した国立極地研究所の渡�研太郎助教授が「南
極の自然と観測隊」と題して南極観測隊の生活の
様子やオーロラやペンギンなど南極の自然を映し
たスライドを交えながら，観測の目的や意義につ
いて紹介した．
最後に記録映画「南極観測」が上映され，南極
地域観測事業の意義と成果の普及を目的とした講
演会は成功裏に終了した．
文部科学省において
南極観測の資料を展示
国立極地研究所は，平成 13年 11月 1日～ 30
日の 1ヵ月間，文部科学省本館 2階のエレベータ
ーホールにおいて，地球環境／地球システムをテ
ーマとした南極観測の成果の展示を行った．この
展示は，南極で採集された隕石や鉱物の標本，南
極観測船しらせの精密な模型や南極観測に関する
パネルや各種パンフレットなどからなり，文部科
学省を訪れた多くの人が足をとめ展示に見入って
いた。
`````````````````````
Z氷山
南極の地名の話 5
森　脇　喜　一
20数年前に JAREに参加された方々には，な
つかしい響きではなかろうか？ Z氷山！リュツ
ォ・ホルム湾の湾口に数年にわたって居座ってい
た巨大氷山．
南極の地名は現在では，観測を実施している国
に（必ずというわけではないが）地名に関する組
織があって，そこで命名され管理されている．そ
のような組織は 1998年の時点で 20カ国にある．
ノルウェーの組織はノルウェー極地研究所に置か
れている．
ノルウェー人が発見し，同国の王妃を記念して
命名した 2つの地名の，1つはノルウェー語で呼
ばれ（Dronning Maud Land），他は英語で呼ば
れる（Queen Maud Mountains）．それは，前者
がノルウェーの領土権主張行き域内にあってノル
ウェー極地研究所が管理する地名であるのに対し
て，後者は域外でノルウェー極地研究所が地名を
管理していないことにもよるのであろうか．
Riiser-Larsenhalvøya（リーセル・ラルセン半
島）とMount Riiser-Larsen（リーセル・ラルセ
ン山）もノルウェー語と英語，ノルウェーの領土
権主張域内と範囲外で，似た関係に見えるが事情
は異なる．リーセル・ラルセン半島の命名者は判
らないが，1931年にこれを確認した発見者に因
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南極観測の成果を紹介するパネル展示
講演中の渡�助教授 展示された南極資料
んでノルウェーで命名されたと思われる．リーセ
ル・ラルセン山は，オーストラリアのモーソンが
リーセル・ラルセンを記念して命名したので，英
語名であっても不思議でない．モーソンとリーセ
ル・ラルセンは同じ時期（1930年）に同じ地域
で同じく航空機を用いてこの地域を調べていた．
このとき，モーソンとリーセル・ラルセンは洋上
で遭遇し，東経 45度を両者の活動域の境界とす
ることを話しあった（サリヴァン著，田中融二
訳：南極大陸，講談社，1958；白い大陸，早川
書房，1969）．因みにリーセル・ラルセン山が臨
む湾，Amundsen Bay（アムンゼン湾）もモー
ソンの命名になるのでAmundsenbuktaではない．
リーセル・ラルセン半島もしくはその先端部
は，かつてクック半島またはクック岬とも呼ばれ
ていた．そのように記してある地図を探していて，
面白いものを見つけた．リュツォ・ホルム湾沖に
島の存在が推定され，リーセル・ラルセン隊の探
査船 Thorshammerの名がつけられていた．おそ
らく Z氷山のような巨大な氷山が居座り，周囲
をドリフトスノーに覆われて円丘氷山（これも古
い隊員にはなつかしい言葉ですね）のようになり，
島と誤認されたのでしょう．
SCARの Composite Gazetteer of Antarctica
（CGA）は，各国が命名した南極地名を収集した
もので，日本国が命名した地名として，「南極資
料」に掲載された 314地名が収容されている．
日本が命名する南極地名は，国立極地研究所が
原案を作成し，同所に置かれる南極地名委員会の
議を経て，南極観測統合推進本部の総会に諮ら
れ，決定されることになっている．実質的には南
極地名委員会が上記の組織に相当するといえる
が，同委員会は地名命名には係わるものの，命名
された地名の管理には関与するようにはなってい
ない．さらに同委員会が取り扱う対象は，次のよ
うに南極地名命名規定で定められている．「この
規定により命名の対象となる地形は，南緯 60度
以南の地域にある地形で，すでに外国によって命
名され，かつ国際的に発表または使用されている
ものを除き，日本南極地域観測隊ならびに南極観
測に参加した船舶および航空機等により発見され
または調査された地形および行動上あるいは測地
学上の重要地点等とする．」
こういう次第で，白瀬探検隊が命名した「大和
雪原（やまとゆきはら）「開南湾」「大隈湾」は，
「南極資料」にリストアップされておらず，CGA
では，日本が管理する地名として扱われていない．
CGAではKainan BayとOkuma Bayが，ニュー
ジーランド，米国，ロシアが地図または地名集に
記載している地名として収録されている．残念な
がら「大和雪原」はどういう理由かは判らないが，
それらの国々の地図または地名集には載っていな
いようで，CGAには取り上げられていない．
白瀬矗の偉業が無視されたわけではないこと
は，ニュージーランドが 1961年にロス海（ロス
棚氷）東岸に Shirase Coastと命名したことから
判る．白瀬矗の功績を無視とはいわないが，軽視
しているのはむしろ日本国で（国民ではありませ
んよ），当極地研究所もそのように批判される対
象かもしれない．多分，記録を残すというか，歴
史を刻むということが下手なだけで，他意はない
のであろうが．
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USAの Hydrographic Officeが 1943年に発行した地図の一部．
COOK PENA Thorshammer Iの記載がある．E.Dは何の略でしょう
か？
本文中に出てくる地名を記した南極全図．
なんだか，楽しい話ではなくなってきた．おあ
ともよろしいようで，この辺で退場しよう．
それにしても，国の事業として南極観測が始ま
ってそろそろ 50年．南極観測や南極探検の記録
を整理して，世に広めるとともに後世に正しく伝
えるために，極地研究所にも資料館のような組織
を設置する必要があろう．
（筆者：国立極地研究所研究系教授）
`````````````````````
第 44次観測隊長・副隊長決定
11月 13日東京都港区の東京全日空ホテルにお
いて，第 119回南極地域観測統合推進本部総会
が開催され，第 44次南極地域観測隊長及び副隊
長が次のとおり決定された．
◯隊長（兼夏隊長）
鮎　川　　　勝（あゆかわ　まさる）
昭和 19年 5月 30日生
国立極地研究所研究系教授
極地歴：【南極地域観測隊】
第 11次越冬隊
第 14次越冬隊
第 18次越冬隊
第 28次越冬隊
（越冬副隊長）
第 41次夏隊
（隊長）
◯副隊長（兼越冬隊長）
小　島　秀　康（こじま　ひでやす）
昭和 26年 6月 27日生
国立極地研究所南極隕石研
究センター教授
極地歴：【南極地域観測隊】
第 20次越冬隊
第 27次夏隊
第 39次越冬隊
平成 13年 7月 10日付け人事異動
転　入
伊藤宗太郎 事業部長
（文部科学省科学技術・学術政策
局原子力安全課防災環境対策室
長）
池田三喜男 管理部庶務課長
（奈良先端科学技術大学院大学総
務部庶務課長）
転　出
塚本　　勝 神奈川県企画部科学技術振興課長
（事業部長）
小島　榮基 呉工業高等専門学校事務部長
（管理部庶務課長）
平成 13年 10月 1日付け人事異動
昇　任
工藤　　栄 北極圏環境研究センター助教授
（北極圏環境研究センター助手）
内野　俊文 管理部庶務課庶務係長
（文部科学省高等教育局教育企画
課総務係主任）
配　置　換
坂本　好司 管理部会計課用度第二係主任
（管理部会計課総務係主任）
外田　恵子 管理部会計課総務係
（管理部会計課用度第二係）
平成 13年 12月 1日付け人事異動
昇　任
本吉　洋一 研究系教授
（研究系助教授）
平成 13年 12月 31日付け人事異動
（COE非常勤研究員）
辞　職
小澤　　拓 （地学）
観測隊だより
5月
5月は越冬開始後はじめて風速 30 m/sを越える
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B級ブリザードで外出禁止令が出されたが，そ
れ以後大きな天候の崩れはなかった．特に中旬か
ら下旬にかけては好天に恵まれ，短い日照時間な
がらも野外での活動が多く行われた．
観測系の定常観測・モニタリング研究観測は概
ね順調に経過している．電離層部門では 10B型
観測器PCの修理ならびに送信機の出力調整を行
った．気象部門では S16気象ロボットメンテナ
ンス，オゾンゾンデ飛揚を行った．宙空系では西
オングル施設のバッテリー充電，地磁気絶対観測
を実施した．気水圏系では他部門の協力を得て，
S16からのソリ・雪上車の回収を行った．また，
これまで実施できなかった航空機観測を実施し
た．地学系では海面変動観測，西の浦での CTD
観測を開始した．また，地震計アレイ観測の準備
を行った．生物・医学系では，向い岩・オングル
カルベン方面へのルート工作に加えアザラシ調
査，オングル海峡・北の瀬戸・西の浦での氷上観
測を実施した．
設営関係では，発電機 500時間点検，居住棟
等各機械室点検，見晴らし岩からの送油，汚水放
流管の修理等，多くの作業が行われた．また野外
関係では S16からの雪上車・ソリの回収，とっ
つき岬での SM100雪上車 4台の整備が完了した．
これらに合わせ，車載無線機の点検整備，雪上車
の内装調査，撮影および支援作業が行われた．西
オングル居住カブースの扉の修理が完了した．航
空は，短い日照時間を利用して慣熟・観測・撮影
飛行を行い，ミッドウィンター前の飛行作業をす
べて終了した．また，大型アンテナの 1ヵ月メ
ンテナンスも実施した．
生活関係では 5月から冬日課とし，朝食の時
間を 1時間遅らせて 8時からとした．南極大学が
開講し，週 2回毎回講師 2人のペースで 7月末ま
で続けられる予定である．氷上サッカー大会を開
催し，寒気の中，着膨れた格好でボールを追いか
けた．極夜の季節に備え，暗い中での火災を想定
した防災訓練を実施した．
昇ったかと思うとそそくさと沈んでしまう太陽を
恨めしく感じつつも，全員元気に過ごしている．
31日には最後の太陽を見送って極夜に突入した．
6月
6月は 2回C級ブリザードが来襲し，外出注意
令が発令されたが，それ以外は概ね穏やかな天候
に恵まれ，風も概して弱かった．気温は，4日に
越冬開始以来最低の－34.2℃を記録したが，以
後それほどの低下はみられない．
観測系の定常観測・モニタリング観測は，概ね
順調に経過している．気象部門ではオゾンゾンデ，
エアロゾルゾンデを飛揚した．宙空系では西オン
グル施設のバッテリー充電，地磁気絶対観測を行
った．気水圏系では通常のエアロゾル，大気微量
成分観測のほかに，8月の中継拠点旅行の準備が
本格化してきた．地学系では地震・地電位・重
力・ GPS・潮位・ DORIS 観測のほかに，地震
計アレイ観測，西の浦での海面変動観測・ CTD
観測などを実施した．生物・医学系では，Sea-
WiFsおよびNOAAの受信のほか，オングル海
峡での氷上観測を実施した．
設営関係では全停電にともなう復旧作業，電源
切替え作業，また小火災に伴うトランス交換，煙
感知器の取付が行われた．そのほか，厨房冷凍庫
の点検・整備，見晴らし岩からの燃料送油，汚水
処理棟水質検査，健康診断，ERS・ EXOS-D
の受信，大型アンテナのパネル劣化チェックおよ
び 1ヵ月メンテナンス，建築関係の不具合対応，
撮影など多くの作業が実施された．飛行作業は現
在休止中であり，駐機中の航空機の点検作業，防
錆運転，駐機場の整備等が行われた．また内陸旅
行にむけての各種準備作業も並行して行われた．
さらに，43次隊への調達参考意見のとりまとめ
が行われた．
生活関係では，6月 1日の気象記念日・電波の
日，そしてミッドウィンター祭とイベントが続い
た．ミッドウィンターでは，各国基地との賀詞交
換はもとより，19日の前夜祭を皮切りに，晩餐
会，各種ゲーム，屋台，演芸大会，バンド演奏と
様々な企画が催され，22日まで昭和基地は祭り
に燃えた．完全な極夜となったが，大きく体調を
崩すこともなく，全員元気に越冬後半を迎えた．
7月
15日に 1ヵ月半ぶりの太陽が顔を出した．極
夜に目が慣れてしまった隊員にとっては，まさに
眩しい太陽であった．7月はブリザードが 3回来
襲した．22～ 23日のブリザードでは，最大瞬間
風速 42.1 m/sを記録した．
観測系の定常観測・モニタリング観測は概ね順
調に経過している．気象部門ではオゾンゾンデ，
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エアロゾルゾンデを飛揚した．宙空系では西オン
グルテレメトリ観測施設でのバッテリー充電，地
磁気絶対観測を行った．気水圏系では通常のエア
ロゾル，降雪サンプリング，大気微量成分観測の
ほかに，旅行準備，S16までのルート確認・燃料
輸送を実施した．地学系では通常観測のほかにヘ
リウム液化とそのトランスファー，大型アンテナ
を使った VLBI観測を行った．生物・医学系で
は日帰りでオングル海峡ならびに西の浦での氷上
観測を行ったほか，SeaWiFs, NOAAの受信を
継続した．
設営関係では，発電機 500時間点検，燃料タ
ンク切替え・送油，防火扉・火災感知・報知器点
検，居住棟機械室点検・床暖房調査，上水道の水
質検査，健康診断，棚・箱等の備品作成，ERS
受信，VLBI観測対応，撮影，各種機器のメンテ
ナンス，不具合対応など，多くの作業をこなした．
中継拠点内陸旅行準備として，SM100型雪上車
の点検整備・架装・無線設備設置，燃料ドラムそ
り積み，レーション作成，旅行用装備点検準備な
どが行われた．航空は，セスナの 100時間点検
を行うとともに，運航再開に向けて駐機場および
滑走路・牽引ルートの整備等を行ったが，天候に
恵まれず 7月中の飛行はなかった．
生活関係では，5月 17日から始まった南極大
学が 30日の学長最終講義をもって修了した．越
冬も折り返し点を過ぎ，調達参考，夏オペ関連等
で 43次隊とのやり取りも頻繁になってきた．部
門によっては帰国に向けての持ち帰り物資の準備
も始まっている．まだまだ日照時間も短く，気温
も－30℃を下回る日もあるなど依然として自然
条件は厳しいが，全員元気に越冬後半の活動を開
始した．
8月
8月は全般的に天候不順が続き，ブリザードも
2回あった．8日には越冬開始後の最低気温 -
35.6℃を記録した．そんな中，コウテイペンギ
ン 2頭が昭和基地を訪れた．
観測系の定常観測・モニタリング研究観測は概
ね順調に経過している．気象部門では太陽光によ
るオゾン全量観測を再開した．さらに，S16気象
ロボットのバッテリー交換を行った．宙空系では
西オングルテレメトリ観測施設でのバッテリー充
電，地磁気絶対観測を実施した．またRT棟テレ
メトリ装置のテストを実施した．気水圏系では航
空機によるエアロゾル採集を行った．内陸旅行隊
は 13日に昭和基地を出発し，中継拠点を目指し
て走行中である．地学系ではラングホブデにおけ
る地震計メンテナンスおよび GPS観測を実施し
た．また，中継拠点旅行での重力観測も実施中で
ある．生物・医学系ではオングル海峡における係
留系の回収と設置作業，西オングル～ルンパ方面
への海氷ルート工作，地学部門と共同でラングホ
ブデ，スカルブスネスまでの海氷ルート工作を実
施した．中継拠点旅行では「ヒト」の生理学的研
究を実施中である．
設営関係では電源切替え，発電機の定期メンテ
ナンス，燃料タンク切替え・送油，上水道の水質
検査，汚水放流管の修理，バクテリア注入ポンプ
交換，S16から回送した雪上車の無線設備の撤去
と設置，Air-VHF無線機の性能調査，沿岸ルー
ト工作支援などの作業を行った．その他，旅行用
食料およびレーションの準備，旅行装備の準備な
ど内陸調査旅行の準備が進められた．航空は 5日
に飛行作業を再開し，試験飛行，慣熟訓練，ルー
ト偵察，エアロゾル採集など合計 9回の飛行を
実施した．大型アンテナは 6ヵ月メンテナンス
を実施したほか，ERS受信を行った．
生活関係では，内陸旅行隊 9名が出発したこ
とにともない，基地人口の減少に対応した基地の
防災態勢の見直しを行った．8月で冬日課も終わ
り，いよいよ 43次隊を迎え入れる準備も始まっ
た．
9月
9月は全体として雪の日が多かった．18日か
ら 20日にかけて，越冬開始以来初めてのA級ブ
リザードが記録され，最大瞬間風速は 46.8 m/秒
に達し，アンテナケーブルや屋外デポに一部被害
が及んだ．先月 13日に出発した中継拠点旅行隊
は，24日全員元気に昭和基地に帰投した．
観測系の定常観測・モニタリング研究観測は概
ね順調に経過している．電離層部門では，不要配
線の撤去・電源配線の見直しを進めている．ま
た，旧電離棟内へ GPSアンテナを設置した．気
象部門ではオゾンゾンデを飛揚した．また，太陽
光によるオゾン全量観測はのべ 26日に達した．
宙空系では通常の観測のほか，西オングルテレメ
トリ観測施設でのバッテリー充電と地磁気絶対観
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測を実施した．気水圏系では，通常の観測のほか
に航空機によるエアロゾル採集および大気観測と
地衣類の同定を行った．地学系では通常の観測の
ほかにスカルブスネスにおける地震計メンテナン
スおよび GPS観測を実施した．また，中継拠点
旅行での重力観測が完了した．生物・医学系で
は，SeaWiFS, NOAAの受信のほかに北の瀬戸
での水中分光放射測定，ルッカリーの航空偵察，
オングル海峡，北の瀬戸，西の浦での氷上観測を
それぞれ実施した．また，ルンパおよびイットレ
ホブデホルメン方面のルート工作を行った．
設営関係では，機械部門において 1号発電機
のエンジンオイル交換，1000時間点検を実施し
た．また，燃料送油，内陸旅行用燃料のソリ積
み，雪上車の整備，SM105の S16への回送，な
どを行った．環境保全部門では通称ションドラの
処理，上水道の水質検査を実施した．通信部門で
は旅行用の無線設備点検，可搬型インマルサット
A伝送試験を行った．建築部門では基地内各施
設の補修，ラングホブデ雪鳥沢小舎のトイレ扉補
修等を行っている．また，中継拠点旅行で撮影し
たフィルム・ビデオテープの整理も行われた．さ
らに，沿岸旅行用食料およびレーションの準備や
旅行装備の準備等も進められている．航空部門で
は，海氷調査，大気観測など合計 5回の飛行を
実施した．大型アンテナでは 6ヵ月メンテナン
スを実施したほか，ERS受信を行った．
生活関係では，9月から夏日課となったため，
朝食時間が朝 7時からとなった．中継拠点旅行
隊の帰還に合わせて，9月誕生会と旅行隊歓迎パ
ーティを催した．
10月
10月は全体として曇りまたは雪の日が多かっ
た．気温は平年より低めで基地周辺の海氷には大
きな変化は見られなかったが，海岸沿いのタイド
クラックから海水が湧き上がってきている場所も
一部見られた．
観測系の定常観測・モニタリング研究観測は概
ね順調に経過している．電離層部門では，不要配
線の撤去・電源配線の見直しを進めている．気象
部門ではオゾンゾンデ，エアロゾルゾンデを飛揚
した．また，太陽光によるオゾン全量観測，S16
気象ロボットのバッテリー交換も行った．宙空系
では通常の観測のほかに西オングルテレメトリ観
測施設でのバッテリー充電，地磁気絶対観測を実
施した．気水圏系では通常の観測のほかに，航空
機によるエアロゾル・大気観測，氷縁監視撮影飛
行を行った．地学系では通常の観測のほかに，
VLBI観測，ラングホブデ，スカーレン，スカル
ブスネスにおける地震計メンテナンス，重力測定
および GPS観測を実施した．生物・医学系では
通常の観測のほかに，オングル海峡，北の瀬戸，
西の浦，とっつき岬での氷上観測，雪鳥沢での気
象計調査，アザラシ標識調査，弁天島およびネッ
ケルホルマネまでのルート工作を行った．
設営関係では，発電機 500時間点検，燃料送
油，内陸旅行用の燃料ソリ積み，第一夏宿配管・
ボイラー修理，各種車輌の整備，SM50雪上車 4
台の S16への回送（機械），一般廃棄物処理，上
水道の水質検査，持帰り廃棄物の回収（環境保
全），内陸旅行用および 43次人工地震用の無線
設備設置・配備（通信），沿岸旅行用食料および
レーションの準備（調理），隊員の健康診断（医
療），基地内各施設の補修・雪漏れ修理（建築），
各観測・設営作業風景，内陸旅行関連・沿岸露岩
域の空撮（撮影），43次人工地震関連装備品の準
備（装備）など多くの作業をこなした．航空は，
氷縁監視，大気観測，HFレーダーアンテナパタ
ーン測定，海氷ルート偵察など合計 15回の飛行
を実施した．大型アンテナは 1ヵ月メンテナン
スを実施したほか，ERS受信を行った．
生活関係では，故福島隊員の慰霊祭を西オング
ル島で行い，黙祷を捧げるとともに，残りの越冬
生活の安全を祈願した．ドームふじ・やまと旅行
隊は，25日に昭和基地を出発した．43次隊受け
入れのための準備作業も本格的に始まり,天候を
見計らって，野外バーベキュー，露天風呂，氷山
でのそーめん流し等を楽しんだ．春の訪れととも
に，基地付近でペンギンやアザラシに遭遇する機
会も増えた．
11月
11月は全体として風の強い日が多かった．気
温は 19日に最高気温が 0度を上回った．基地周
辺の海氷には大きな変化は見られない．21日か
らは太陽が沈まない白夜となった．
観測系の定常観測・モニタリング研究観測は概
ね順調に経過している．電離層部門では信号配
線，電源配線の調査を行い，不要配線の撤去・電
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源配線の見直しを進めている．気象部門ではオゾ
ンゾンデ，エアロゾルゾンデを飛揚した．また，
太陽光によるオゾン全量観測はのべ 30日に達し
た．宙空系では通常の観測のほかに西オングルテ
レメトリ観測施設での観測機器キャリブレーショ
ン，地磁気絶対観測を実施した．気水圏系では，
航空機によるエアロゾル・大気観測を行なった．
ドームふじ・やまと旅行隊は 14日にドームふじ
観測拠点に到着し，浅層掘削を開始した．地学系
では VLBI観測，ヘリウム液化ならびにトラン
スファー作業を実施した．生物・医学系では，オ
ングル海峡，北の瀬戸，西の浦での氷上観測，係
留系の回収，オングル海峡でのアイスアルジ調査，
ペンギン成鳥数調査を行った．
設営関係では，1号発電機 1000時間点検，燃
料送油，各種装輪車・雪上車の整備（機械），一
般廃棄物処理，汚水処理設備メンテナンス，上水
道の水質検査，持帰り廃棄物の回収（環境保全），
アンテナ島および蜂の巣山の送受信アンテナの点
検整備（通信），各食糧保管庫の整理（調理），基
地内各施設の補修（建築），各観測・設営作業風
景，沿岸露岩域の空撮（撮影）など多くの作業を
こなした．その他各部門持帰り物資の準備を行っ
た．航空は，大気観測，HFレーダーアンテナパ
ターン測定，海氷ルート偵察など合計 10回の飛
行を実施するとともに，ラングホブデ東方青氷帯
滑走路の調査を行った．大型アンテナは 1ヵ月
メンテナンスを実施したほか ERS受信，VLBI
観測を行った．これら以外に，12月に予定され
ているドームふじ観測拠点への試験飛行の準備と
して，S17，MD244およびドームふじ観測拠点
での滑走路整備と燃料デポ作業を行った．
生活関係では，持帰り物資の準備とともに 43
次隊への引き継ぎの準備も始まり，43次隊およ
び「しらせ」の受け入れ準備として，除雪・砂撒
きなどを開始した．42次越冬隊だけの生活もあ
とわずかとなったが，最後まで気を抜くことなく，
全員無事にそして気持ち良く越冬生活を締めくく
ることを再確認した．
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南極月別気象状況（Monthly Climatic Data for Japanese Antarctic Station）
昭和基地（Syowa： 89532）
5月（May） 6月（Jun.）
平均気温（Mean temp.）（˚C） － 13.8 － 17.7
最高気温（Max. temp.）（˚C） － 4.9（27日） － 4.1（28日）
最低気温（Min. temp.）（˚C） － 27.1（22日） － 34.2（28日）
平均気圧・海面（Mean pressure, 989.7 994.1
sea level）（hPa）
平均蒸気圧（Mean vapour 1.5 1.2
pressure）（hPa）
平均相対湿度（Mean relative 66 68
humidity）（％）
平均風速（Mean wind speed）（m/s） 7.0 5.2
最大風速・ 10分間平均（Max. 31.5（1日，ENE） 23.7（19日，NE）
wind speed, 10-min. mean）（m/s）
最大瞬間風速（Gust）（m/s） 39（1日，ENE） 35.0（19日，NE）
平均雲量（Mean cloud cover） 7.1 5.8
日数（Number of clear days） –
““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““
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南極月別気象状況（Monthly Climatic Data for Japanese Antarctic Station）
昭和基地（Syowa： 89532）
9月（Sep.） 10月（Oct.） 11月（Nov.）
平均気温（Mean temp.）（˚C） － 18.7 － 14.9 － 7.1
最高気温（Max. temp.）（˚C） － 9.4（28日） － 3.7（30日） － 1.9（27日）
最低気温（Min. temp.）（˚C） － 32.5（6日） － 30.4（20日） － 16.3（6日）
平均気圧・海面（Mean pressure, 977.8 984.3 981.2
sea level）（hPa）
平均蒸気圧（Mean vapour 1.0 1.6 2.4
pressure）（hPa）
平均相対湿度（Mean relative 67 77 66
humidity）（％）
平均風速（Mean wind speed）（m/s） 6.6 5.4 8.3
最大風速・ 10分間平均（Max. 34.9（19日，NE） 23.6（3日，NE） 22.7（25日，ENE）
wind speed, 10-min. mean）（m/s）
最大瞬間風速（Gust）（m/s） 46.8（19日，NE） 30.5（3日，NE） 29.9（2日，E）
平均雲量（Mean cloud cover） 7.4 7.5 5.9
日数（Number of clear days） –
南極月別気象状況（Monthly Climatic Data for Japanese Antarctic Station）
昭和基地（Syowa： 89532）
7月（Jul.） 8月（Aug.）
平均気温（Mean temp.）（˚C） － 18.1 － 20.4
最高気温（Max. temp.）（˚C） － 6.3（12日） － 9.2（24日）
最低気温（Min. temp.）（˚C） － 33.1（11日） － 35.6（8日）
平均気圧・海面（Mean pressure, 990.2 983.9
sea level）（hPa）
平均蒸気圧（Mean vapour 1.2 1.0
pressure）（hPa）
平均相対湿度（Mean relative 71 70
humidity）（％）
平均風速（Mean wind speed）（m/s） 6.3 5.5
最大風速・ 10分間平均（Max. 31.5（1日，ENE） 30.5（11日，ENE）
wind speed, 10-min. mean）（m/s）
最大瞬間風速（Gust）（m/s） 42.1（1日，ENE） 40.5（11日，ENE）
平均雲量（Mean cloud cover） 7.1 6.6
日数（Number of clear days） –
““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““
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““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““
【極地豆事典】
Lake Vostokの湖潮汐
月・太陽・木星など太陽系天体の軌道は現代では極
めて正確に決定できる．日時を決めると，地球に対す
る距離と質量分布が決まるから，ニュートンの法則に
よりそれら天体の及ぼす引力和である潮汐力が計算で
き，地球上の任意の地点に働く力を予測することが出
来る．普通，潮汐と言うと，釣りをする人は潮の満ち
干を思い浮かべるが，海面の昇降（海洋潮汐）だけで
なく，陸域も弾性変形により上下運動する．陸上点で
は，海の変形が及ぼす 2次的な効果を考えなければな
らないが，その予測精度は 1 mmを実現している．
それでは，岩盤の上に湖が存在し，さらにその上に
氷の層がある場合どうなるだろうか？このような場合
でも万有引力による潮汐現象が働き，雪面は上下運動
するはずであるが，その量の理論予測はむつかしくな
る．しかし，運動そのものは，簡便な重力計を使い観
測できる．地球変形による 1 cmの地面の上昇は約 30
マイクロガルの重力減少に相当するが，携帯型ラコス
ト重力計は 10–30マイクロガルの変化を容易に検出で
きるうえ，地球潮汐はふつう 20–30 cmという大きな
振幅を持つからである．
写真 1は，あすか基地・雪室での重力観測風景
（1987年： JARE-28）である．システムの詳細は異
なるにしても，1969年，旧東ドイツの科学者が旧ソ
連のボストーク基地で，重力潮汐観測を行った．当時，
そのデータは，固体潮汐の理論だけでは解釈不能で，
誤った観測だったのでは？と見なされたが，1996年，
昭和基地で受信した，ERS-1，ERS-2の合成開口レ
ーダデータが，この問題に新たな光を当てた．
一般に人工衛星に搭載されたアンテナから発射され
た電波は地上までの距離が大きくなるほど広がってし
まい，反射波も弱くなるので，像がぼけ雑音も増える．
しかし，合成開口という技術を使うと衛星の運動を利
用して見かけ上大きなアンテナとし，鮮明な地上画像
を作ることが出来る．詳しいことは省くが，位相干渉
技術を用いると，条件が良ければ宇宙から 1 mm分解
能で雪面の上下運動もわかる時代になったのである．
写真 2は，Lake Vostokの湖面上雪面が，ある特定
の 24時間でどれほど沈下したかをmm単位で図示し
たものである．Lake中央部ほど沈下量が大きく，ど
うやら 10–15km幅の遷移帯を経て，変動がない（氷
床下すぐに岩盤がある）地域になっていることが判る．
白丸がボストーク基地で，基地は湖岸にあるらしく，
直下に流体があるせいで，固体潮汐だけで，雪面の動
きが説明できなかったのももっともな訳である．
Lake Vostok は 100 km× 200 kmの広がりを持つ
と言われるが，これだけ大きいと，潮汐力はポンプ効
果を持ち，南北への湖水の往復振動を生み出すと思わ
れる．現在さらに時期・場所の違う取得画像データの
解析を進めているが，衛星宇宙技術は Lake Vostok
のダイナミクス理解を促進し，ボーリングサイト決定
にも寄与するだろう．参考：ロシア・ドイツは現在
（2002年 1月）測量隊員を送り，重力観測と地上GPS
観測から湖面の動きを測ろうとしている．
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写真1 あすか基地における重力潮汐観測
写真2 合成開口レーダーによるLake Vostok上雪面の24時間での
動き。Lake外では，特徴的な変化が見られないことに注意。
